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研究動機 

近年、里山の竹林の拡大により、人々の暮らしに影響をもたらしていることが問題になっている。こ

のような問題解決への第一歩として、竹林の拡大予測を可能にするために、竹林の拡大には何が関係

しているのかについての研究を行った。 

 

ＧＩＳ（地理情報システム）とは 

地理情報システムは、地理的位置を手がかりに、位置に関する情報を持ったデータを総合的に管理、

加工し、視覚的に表示し、高度な分析や迅速な判断を可能にする技術である。（ⅳ.） 

今回はＧＩＳと同様に高い機能性を持つフリーソフトであるＱＧＩＳを使用した。 

 

調査方法 

① ＪＲ道場駅～三田駅、新三田駅～広野駅の二区間での野外調査（2019年 8月 2日、10月 26日）

の結果と Google Mapを参考にして調査対象地を決定した。 

② Google Mapから取得した航空写真を GIMPで処理し、竹林を抽出した後に QGISに貼り付けた。（図

1、図 2） 

   

 

 

 

③ 竹林が分布していると思われる範囲と竹林を含む山全体をポリゴンで囲んだ。 

④ 国土数値情報ダウンロードサービスより取得した調査地の標高データを使って傾斜角度（図 3）

と傾斜方位（図 4）を可視化し、比較地図を作成した。 

⑤ ポリゴン内に含まれる比較地図のセルを数え上げ、データの値ごとに整理してグラフ化した。 

 

     

 

 

  

図 1 GIMP処理前画像 

図 3 傾斜角度図 図 4 傾斜方位図 

図 2 GIMP処理後画像 
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結果 

 

 

 

 

 

考察 

・図 4より竹林は傾斜の緩やかな地点に多く分布していることから、竹林は水平方向に拡大しやすく、

鉛直方向に拡大しにくいと考えられ、先行研究を支持する結果となった。 

・図 5より竹林は西及び南西向きの斜面に多く分布しているが、今回の調査ではデータがひとつの里

山とその中のふたつの竹林しかないので信憑性がある結果とは言い難い。 

 

今後の展望 

・データ数を増やしてより信憑性のある結果を出す。 

・比較条件をさらに追加して竹林分布との相関を調査する。 

・より効率的な比較方法を模索する。 

・竹害への具体的な解決策を提案する。 
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図 5 竹林の分布と傾斜角度 図 6 竹林の分布と傾斜方位 
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